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FOMCを受けての日米株式・リート市場
FOMC直後の米株・米リートは早期利下げ観測後退を嫌気

1/1

2024年2月1日

早期利下げ観測後退の一方、中期的な利下げ織り込みは強まる

FRB（米国連邦準備制度理事会）は1月30～31日（現地、以下同様）に開催したFOMC（米国連邦公開

市場委員会）で、政策金利であるFF（フェデラル・ファンド）金利の誘導目標レンジの据え置きを決定し

ました。今後の政策変更について、声明文では利上げに傾斜していた前回までの文言を削除した一方、

FOMC直後のパウエルFRB議長の記者会見では、3月の利下げに否定的な見解が示されました。

31日の米国株式市場は下落しました。パウエル議長が、3月の利下げはメインシナリオではないといっ

た趣旨の発言をしたことが下落要因になったようです。ただ、金利先物などを参考にすると市場の将来的

な利下げ織り込みは、むしろ強まったとみることもできるため、中期的な利下げ期待は維持されるでしょ

う。日本の株式市場は、目先、米国株の動向や年初からの上昇ペースの速さが警戒されそうですが、日本

株の相対的な割安感や日本企業の変革を評価するトレンドは継続すると考えられます。

31日の米国リート市場は下落しました。決算シーズン中のため個別要因によるセクター間のばらつきは

ありますが、オフィスセクターなどを中心に昨年末にかけて急ピッチで上昇が進んできたこともあり、早

期利下げ観測の後退が嫌気されたようです。一方、中長期的に金利が低下方向にあると考えられる点は、

金利敏感な資産である米国リートにとって引き続き追い風です。日本のリート市場は、国内金利の上昇余

地を考慮しても利回り面での優位性が支援材料となりそうです。
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